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(4) 上記の解析法を， 1 万KWe級OTEC プラントに適用し，浮体の運動， CWPの変形等の動的挙動
を明らかにしている。また， CWP に自在継手を設けて変形による曲げモーメントを軽減する方法を
検討し，少数で有効な継手の配置を示すとともに CWP の設計指針を与えている O
(5) 係留索に関しては，海象データが与えられると，索に生じる張力の長期予測から，その最大値およ
び各レベルでの張力の発生頻度分布を求め，索の動的精度および疲労被害度まで一貫して解析する手
法を示し，その強度評価法を提案している。
以上のように，本論文はOTECプラントおよびその係留索の動的挙動に関する新しい解析法を開発
するとともに，それらの挙動を明らかにしており，海洋工学の発展に寄与するところが大である。ょっ
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